
暮らし、定住、未来創造

新庄市は、東日本大震災の
復興を支援します。

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp
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▲「第41回新庄雪まつり」で巨大提灯を打ち上げ（2月11日/歴史センター脇広場）
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「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

雇
用・交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

平
成
23
年
度
施
策
評
価
を
実
施
し
ま
し
た

子
ど
も
芸
術
学
校
24
年
度
生
募
集

頑張ろう、　
　 東北。
頑張ろう、　
　 東北。

検 索新庄市 特集



▲市内立地企業では多くの市民が働いています。

■
雇
用
の
創
出

　

新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画（
第

四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）は
、平
成

三
十
二
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

「
暮
ら
し
、定
住
、未
来
創
造
」の
観
点

か
ら
、「
雇
用
・
交
流
の
拡
大
」「
安
全
・

安
心
の
充
実
」「
子
育
て
・
人
づ
く
り
」

の
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

定
し
、選
択
と
集
中
に
よ
り
、重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、「
魅
力
あ
る
雇

用
の
場
の
確
保
」、「
企
業
誘
致
」が
必

要
度
の
高
い
施
策
に
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、こ
れ
は
重
要
度
の
高
さ
に
対

し
て
市
民
の
満
足
度
が
低
い
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
守
り
、住
み
よ
さ
が
実
感

で
き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
に
は
、定

住
の
基
本
と
な
る「
働
く
場
」の
確
保

が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
市
で
は
、雇
用
拡
大
と
新
し
い
産

業
の
創
出
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
は
、新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画（
第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
三
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
後
と
な
る
今
回
は「
雇
用・交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

暮
ら
し
を
守
り
、住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
に
は
、定
住
の
基
本
と
な
る

「
働
く
場
」の
確
保
と
交
流
の
拡
大
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集

　企業誘致については、中小企業基盤整備機構、県、商工会議所、最上8市町村などで構成する
協議会と一体になって推進しています。現在、新庄中核工業団地には４5社、新庄横根山工業団
地には９社が操業、２，２００人が働いていて、地域の雇用を支えています。新庄中核工業団地には、
１４区画２３．３ヘクタールの未分譲地があり、この用地への誘致を促進することで、雇用拡大をはじ
め地域経済の活性化を目指しています。
　また、昨年春から㈶地方自治研究機構との共同により、市の地域特性を活かした戦略的な企業
誘致について調査・研究を行っています。
　今後は、宮城県で世界的な自動車メーカーが操業したことを受け、自動車関連企業の誘致や内発
型の食品加工産業の立地などを推進する計画です。また誘致対象業種は製造業に限らず、ＩＴ関連
の企業や研究機関も含めた誘致を推進していきます。
　市では、中核工業団地に立地した製造業などの企業に対して、「用地取得助成金」の交付や税
の減免により支援を図っています。

企業誘致の対策強化

Project❶

創出に向けて

雇
用

新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画・重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

雇
用・交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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　国内外の経済情勢は大きく変化しています。従来の枠
を超えた分野との連携によって、新たな産業の創出を図る
ことが求められています。
　農商工連携をはじめ、高等教育機関などの研究機関と
の連携を通じて新しい産業を生み出すことを目指し、このよ
うな取り組みに対する支援策の構築を図ります。

　企業誘致に加えて地元企業の競争力の向上も重要で
す。市内には高い技術を持つ地元企業も多くあります。地
域に根ざすものづくり産業の振興を図るため、企業情報の
発信や販路拡大支援などを通じて、新たな受注機会の創
出に向けた取り組みを推進しています。

　平成21年度から、県の基金を活用した「緊急雇用創出
事業臨時特例基金事業」、「ふるさと雇用再生特別基金
事業」に取り組み、3カ年で298人の雇用を創出してきまし
た。
　県、最上８市町村、商工会議所、商工会で最上地域雇
用創造推進協議会を組織し、国の委託事業となる地域雇
用創造推進事業に取り組んでいます。この事業は、人材
育成セミナーや、就業促進事業を通じて雇用創出を図るも
ので、最上地域全体では300人以上の雇用創出につなが
っています。

　地域経済の活性化には、地域内での人材育成が欠か
せません。企業側は高い技能を持つ人材の確保が課題に
なっています。今後、経済の国際化がますます進展する中
で、国内外での企業間競争も一層激化していくものと思わ
れます。地域経済にとっても、いかに人材を確保、定着させ
ていくかが鍵になると考えられます。
　平成２４年度より、市では「工業振興人材確保推進事
業」に取り組む予定です。この事業は理工系大学進学者
への「奨学金制度」を創設するもので、地元出身者の人
材育成を通じて、市内製造業への人材定着と事業所の競
争力強化、担い手確保を推進したいと考えています。

新たな産業の創出に向けた取り組み地場産業の振興

雇用対策の取り組み人材の育成

　

雇
用
・
産
業
の
創
出
に
は
、企
業
へ
の

支
援
策
の
よ
う
に
短
期
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
人
材
育
成
の
よ
う
に
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
両
方
を
あ

わ
せ
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
市
で
は
、関
係
部
署
が
連

携
し
、産
業
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
・

都
市
基
盤
整
備
・
環
境
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

分
野
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
商
工
観
光
課
企
業
立
地
推
進
室
☎
内

線
２
５
４
、ま
た
は
商
工
振
興
室
☎
内

線
２
５
３

新庄市まちづくり総合計画

雇用・交流拡大プロジェクト

元気な企業を紹介します！　　新庄自動車株式会社  代表取締役  佐藤　啓

▲人材育成セミナーの組み込みソフト開発技術者育成研修の様子。組み
立てたロボットを動かすプログラムを作成している。

▲佐藤社長の名から、HIRAKU式と命名したフルトレーラ。
（2011年11月東京トラックショーにて／東京ビッグサイト）

  

自
動
車
修
理
業
と
し
て
昭
和
二
十
九
年

に
創
業
。原
木
輸
送
に
適
し
た
車
両
を
求
め

て
、車
両
の
修
理
や
改
良
を
手
が
け
、平
成

十
七
年
に
は
中
核
工
業
団
地
へ
進
出
し
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

軽
く
て
丈
夫
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鋼
を
使
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
車
体
や
、林
業
用
ロ
ー
ダ
ー
ク
レ

ー
ン
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
製
造
販
売
が

現
在
の
主
な
業
務
で
、林
業
者
を
中
心
に
全

国
に
納
入
し
て
い
ま
す
。画
期
的
な「
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ｕ
式
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
」の
開
発
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
度
全
国
発
明
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
で
ト
レ
ー
ラ
を
牽
引
す
る
フ
ル
ト

レ
ー
ラ
は
、二
倍
の
積
み
荷
を
運
べ
ま
す
が
、

バ
ッ
ク
運
転
が
難
し
い
た
め
国
内
で
は
普
及

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
欠
点
を
克
服
し

よ
う
と
、ト
レ
ー
ラ
の
前
輪
を
運
転
席
か
ら

自
在
に
操
舵
し
、狭
い
場
所
で
も
バ
ッ
ク
運

転
が
簡
単
に
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
、当
社
が

開
発
、実
用
化
し
た
も
の
で
す
。
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■
観
光
振
興
の
課
題

　

市
の
観
光
客
数
は
、山
形
新
幹
線
の

新
庄
延
伸
を
機
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
横
ば
い
で
す
。観
光
の
目
玉

で
あ
る
新
庄
ま
つ
り
が
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

や
、「
味
覚
ま
つ
り
」「
そ
ば
ま
つ
り
」の

実
施
に
よ
る
市
内
外
へ
の
食
文
化
の

発
信
な
ど
観
光
へ
の
期
待
が
大
き
い

も
の
の
、通
年
で
の
観
光
を
目
指
す
に

は
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
す
。恵
ま

れ
た
自
然
環
境
や
豊
か
な
食
文
化
な

ど
、観
光
資
源
も
数
多
く
あ
り
、そ
れ

ら
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か

が
重
要
な
課
題
で
す
。

■
交
流
人
口
の
拡
大

　

観
光
産
業
の
確
立
に
あ
た
っ
て
は
、

交
流
人
口
を
い
か
に
増
加
さ
せ
る
か

が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
情
報
収
集
が
簡
単
に
行
わ
れ
る

時
代
と
な
り
、適
時
的
確
な
情
報
発
信

が
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。そ
の

分
、他
地
域
と
の
競
争
は
激
化
し
、い

か
に
他
よ
り
魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を

旅
行
者
に
提
供
で
き
る
か
が
、観
光
振

興
に
向
け
た
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。市

単
独
で
の
魅
力
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、周
辺
地
域
と
の
連
携
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
交
流
人
口
の
増
加
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
国
内
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
旅
行
客
の
誘
致
が
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
。東
日
本
大
震
災
後
激

減
し
て
い
た
訪
日
旅
客
数
が
戻
り
つ

つ
あ
る
現
状
に
あ
っ
て
、い
か
に
外
国

と
の
交
流
を
進
め
観
光
客
を
誘
致
す

る
か
は
、安
定
し
た
観
光
産
業
の
確
立

の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

■
外
国
人
旅
行
客
誘
致
に
向
け
て

　

市
で
は
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
、今
年
度
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
客
）の
誘
致
に

着
手
し
ま
し
た
。山
形
県
を
訪
れ
て
い

る
外
国
人
旅
行
客
の
七
割
以
上
が
台

湾
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、誘
客
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
台
湾
に
絞
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

台
湾
人
に
は
親
日
家
が
多
く
、日
本

へ
の
旅
行
が
二
回
目
以
上
と
い
う
リ

ピ
ー
タ
ー
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

Project❷

拡大に向けて

交
流

  

新
庄
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
台
湾
訪
問
団
に
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。台
湾
を
訪
問
し
、販
売
に
携

わ
る
私
の
目
線
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
事

は
、外
国
人
旅
行
客
に
対
す
る『
受
け
入

れ
態
勢
』に
つ
い
て
で
し
た
。

　

訪
れ
た
台
湾
の
販
売
店
は
、日
本
人
の
多

い
店
で
、日
本
語
表
記
や
買
い
や
す
い
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
な
ど
、安
心
感
や
購
買
力
に
つ
な

が
る
対
応
が
で
き
て
い
ま
し
た
。受
け
入
れ

態
勢
が
整
っ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
私
の
店
で
は
、外
国
人
の
お

客
様
が
来
店
さ
れ
て
も
、接
客
も
表
記
も

常
時
と
何
ら
変
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

言
葉
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、不
安
を
抱
え

て
お
買
物
を
し
て
い
ら
し
た
の
か
と
思
い

ま
す
。

　

観
光
に
お
土
産
は
付
き
も
の
で
す
。楽

し
い
思
い
出
と
共
に
、再
度
ご
来
店
い
た
だ

く
た
め
に
も
、早
急
に
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ

の
た
め
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
事
業
に
参

加
し
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

株式会社もがみ物産協会
もがみ物産館　店長

鈴木 多恵子さん

インバウンド誘致に向けた

　　　　　受け入れ環境の整備



　
「
新
庄
ま
つ
り
は
、絶
対
台
湾
人
に
受
け

ま
す
よ
!
」弊
社
の
台
湾
人
ス
タ
ッ
フ
で
、

昨
年
私
に
同
行
し
て
四
回
も
新
庄
へ
出
張

し
た
蔡
國
鈞
は
、い
つ
も
自
分
に
そ
う
話

す
。ま
た
、先
月
山
形
県
か
ら
の
招
き
で

県
内
を
視
察
し
た
弊
社
上
海
事
務
所
の

中
国
人
ス
タ
ッ
フ
任
安
も「
四
日
間
県
内

を
視
察
し
た
中
で
、一
番
魅
力
的
だ
っ
た
の

は
最
上
川
舟
下
り
で
す
!
」と
言
っ
て
帰

国
し
た
。

　

地
元
に
い
る
と
普
通
に
感
じ
る
事
も
、

外
国
人
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
映
る
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
。新
庄
・
最
上
は
、国
内
観
光

で
は
地
味
な
存
在
か
も
知
れ
な
い
が
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、限
り
な
い
可
能
性

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

  

少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少
が
加
速
す
る

地
方
に
お
い
て
、国
際
観
光
は
避
け
て
通

れ
な
い
。昨
年
来
、山
尾
市
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
真
剣

に
取
り
組
み
始
め
、訪
日
旅
客
誘
客
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
私
も
地
元
新
庄

に
貢
献
で
き
れ

ば
と
、お
手
伝

い
し
て
い
る
。

近
い
将
来
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が

新
庄・
最
上
の

景
気
と
雇
用

に
大
き
く
貢

献
す
る
日
が

必
ず
来
る
。

新庄藩江戸家老　
新庄インバウンド アドバイザー

（インフィニティ・コミュニケーションズ株式会社）

斎藤  柾寛さん
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新庄市まちづくり総合計画

雇用・交流拡大プロジェクト

る
反
面
、台
湾

国
内
で
は
山

形
県
と
り
わ

け
新
庄
・
最
上

地
域
の
認
知

度
は
低
く
、東

北
地
方
を
紹

介
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に

も
最
上
地
方

の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、新
庄
ま
つ
り
に
合
わ
せ
台

湾
の
旅
行
業
者
・
旅
行
雑
誌
記
者
な

ど
三
人
を
招
き
、湯
沢
市
・
大
崎
市
と

の
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。ま
つ
り
を
体

験
し
た
三
人
は
、「
台
湾
に
は
こ
の
よ

う
な
ま
つ
り
は
な
い
。素
晴
ら
し
さ

を
台
湾
で
も
伝
え
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、十
一
月
に
台
湾
の
旅

行
雑
誌
に
新
庄
ま
つ
り
や
最
上
川
舟

下
り
な
ど
が
特
集
記
事
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

  

ま
た
、同
じ
十
一
月
に
は
市
長
を
団

長
と
し
た
訪
問
団
が
台
湾
を
訪
れ
、ア

ジ
ア
地
区
最
大
の
旅
行
の
祭
典「
第

十
九
回
台
北
国
際
旅
行
博
」に
参
加
し

ま
し
た
。会
場
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

の
ピ
ー
ア
ー
ル
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、

新
庄
ま
つ
り
の
映
像
を
流
し
、囃
子
の

演
奏
を
行
う
な
ど
観
光
地
と
し
て
の

新
庄
を
売
り
込
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、

現
地
の
観
光
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
新
庄
・

最
上
の
魅
力
を
今
後
台
湾
で
ど
う
伝

え
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

▲旅行博会場に設けられたステージで新庄まつりなどをＰＲ。

◀新庄まつりが掲載された
台湾の旅行雑誌
『TRAVELER  Luxe』

第１９回台北国際旅行博の概要

開催日程 ２０１１年１１月
１１～１４日

会場 台北国際貿易センター

出展数 ６１カ国 
１， ５００ブース

総来場者数 ２１４， ４６７人
（前年比17.14％増）

チャーター便の利用者数

就航日（利用空港） 利用者数

１月２０日（庄内） ９７人 

１月２１日（山形） １３９人

１月２５日（山形） １４７人

１月２８日（庄内） １１７人

２月  ９日（庄内） １４６人

計 ６４６人

■
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

　

市
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
が
、予
想
以
上

に
山
形
県
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。二
十
四
年
度
に
は
、

今
年
度
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
台

湾
人
観
光
客
に
向
け
、旅
行
プ
ラ
ン
や

ツ
ア
ー
内
容
の
提
示
と
い
っ
た
具
体

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た

め
に
は
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
も
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。一
月
に
は
、台
湾

か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
初
め
て
山

形
・
庄
内
両
空
港
に
就
航
し
ま
し
た
。二

月
十
日
現
在
、こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で

六
百
四
十
六
人
の
ツ
ア
ー
客
が
す
で
に

山
形
県
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

新庄・最上は、
　　インバウンド誘致に最適



主な評価内容

①目標指標
　施策に掲げている目標指標の現況数値を把握し、達成状況を分析します。

②事務事業の適当性、優先度、予算配分の方向性
　実施している事務事業が、施策目標実現のために適当かどうかを評価します。
 また、施策の目標達成に対する貢献度や他の事業と比べた優先度を検討し、予算配分の方向性を示します。

③施策の課題、今後の取り組みや改善策
　施策の成果をさらに向上させるために必要な取り組みや
 課題解決のための改善策を検討します。
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最
上
地
方
・
新
庄
市
を
訪
れ
た
外
国

人
観
光
客
に
快
適
な
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、ホ
テ
ル
や
旅

館
・
飲
食
店
・
お
土
産
品
店
な
ど
と
連

携
し
、 
外
国
語
表
記
に
よ
る
看
板
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
作
成

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、山
形
県
を
最
も
多
く
訪
れ
て

い
る
の
は
台
湾
人
旅
行
客
で
す
が
、訪

日
旅
客
数
が
十
二
年
連
続
一
位
で
あ
る

韓
国
も
、注
目
す
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
対
象
で
す
。訪
日
韓
国
人
は
、宿
泊
場

所
も
飛
行
機
も
個
人
で
手
配
す
る
個
人

旅
行
客
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。日
本
へ
の
興
味
も
大
き
く
、日
本
の

食
事
や
温
泉
、自
然
の
景
観
な
ど
を
好

む
の
で
、最
上
地
域
に
呼
び
込
む
チ
ャ

ン
ス
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。

　

国
内
の
観
光
需
要
が
減
少
し
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
非
常
に
大
き
な
誘
客
市
場

と
な
っ
て
い
る
中
、東
北
・
山
形
県
を
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り

正
確
に
把
握
し
、当
地
域
の
魅
力
を
継

続
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、訪
れ
た
観
光
客
を

い
か
に
満
足
さ
せ
る
か
と
い
う
、私
た

ち
受
け
入
れ
側
の
準
備
も
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
よ
る
観
光
、そ

し
て
産
業
全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

◎
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室
内
線
☎
２
５
１

を実施しました

（目標指標）結果を紹介します。

より効果的な評価とするため
ご意見やご感想をお寄せください。
◎総合政策課企画政策室☎内線236

  プロジェクト 子育て・人づくりプロジェクト

表記内容は次の通り
です。

施策名
●目標指標（※の指

標は市民アンケート
の結果数値）

　A⇒B（C）
　　A＝基準値（平

成21年または直近で
把握した数値）

　　B＝平成22年の
実績値（市民アンケー

トは平成23年結果数
値）

　　C＝平成32年
目標値

子どもの保育・教育環境の充実

●子育てしながら働くことができると答え
た割合※　

　 18.8％⇒25.5％（30％）
●学童保育が充実していると答えた割合※

16.3％⇒29.5％（30％）
●子どもの遊び場が充実していると答え
た割合※　14.0％⇒17.2％（30％）

家庭における子育てへの支援

●子育ての相談・支援体制が充実してい
ると答えた割合※

　16.8％⇒18.8％（25％）

子どもの発育支援

●乳幼児健診受診率（3歳児）
　98.5％⇒97.4％（100％）

生きる力と夢を育む学校教育の推進

●学校教育が充実していると答えた割合※

34.9％⇒34.1％（50％）

地域に根ざした学校教育の充実

●子どもの教育について、学校、家庭、地
域の連携がとれていると答えた割合※　
32.8％⇒38.2％（50％）

活力みなぎる地域活動の推進

●市民活動に対する支援が充実していると
答えた割合※　9.4％⇒16.6％（20％）

自然環境保全への取組と市民意識のかん養

●自然学習や環境教育が充実していると答
えた割合※　19.8％⇒21.4％（30％）

克雪対策の推進

●流雪溝利用組合数
 17組合⇒18組合（30組合）
●除雪・排雪体制が充実していると答え
た割合※　24.4％⇒29.9％（35％）
●流雪溝の整備が充実していると答えた
割合※　16.0％⇒18.8％（26％）

良好な水環境の保全

●生活排水処理施設普及率
 65.0％⇒66.4％（80％）

機能的交通体系の確立

●バス路線数
 8路線⇒8路線（8路線）



施策評価の目的

施策評価の方法

施策評価の公表

　施策の担当課が第1次評価を行い、行政評価推進委員会による第2次評価を行います。

　施策評価の結果は市のホームページや総合政策課でご覧いただけます。

7 広報 3.9  2012

新庄市まちづくり総合計画

雇用・交流拡大プロジェクト

■
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
り
、ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。今

回
紹
介
し
た「
雇
用
・
交
流
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、ほ
か
に
も「
エ
コ
ロ

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
利
活
用
」や「
農
業

従
事
者
の
確
保
」な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
・
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、「
妊
婦
健
診
の
充
実
」や「
読

書
教
育
の
推
進
」、「
小
中
一
貫
教
育
の

推
進
」な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
安
全
・
安
心
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、「
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
対

策
の
強
化
」や「
予
防
接
種
の
充
実
」、

「
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
」、「
生
活

排
水
処
理
施
設
の
整
備
促
進
」な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
・
定
住
」に
向
け
た
本
市
の

重
要
課
題
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、限

ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
選
択
と
集

中
に
よ
り
効
果
的
に
施
策
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。市
の
将
来
像

「
自
然
と
共
生　

暮
ら
し
に
活
力　

心

豊
か
に
笑
顔
輝
く
ま
ち　

新
庄
」を
実

現
し
て
い
く
た
め
、今
後
も
三
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
重
点
的
、総
合

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 平成23年度 施策評価 

まちづくり総合計画重点プロジェクトに関連する一部の施策の評価 　

　施策は、まちづくりの基本的な方向性を具体的にわかりやすく示したものです。施策ごとに基本方針や目標指標を掲げて
おり、その達成度合いを評価・分析することで、まちづくりの進捗状況や課題の把握に役立ちます。また、この結果を踏まえ、
課題に応じた改善策の検討や、限られた行政資源の選択と集中を図ることにしています。評価の対象となるのは、新庄市ま
ちづくり総合計画に定めた45の施策です。

雇用・交流拡大プロジェクト         安全・安心充実　
農業者の育成・確保

●市振興作物である園芸作物の販売額
7.1億円⇒8.2億円（8億円）
●産直・加工販売団体数
 23団体⇒24団体（50団体）

意欲ある農業者の育成・確保

●基幹的農業従事者数
 1,588人⇒1,688人（1,500人）
●認定農業者数
 290人⇒290人（330人）

商工業の振興

●製造品出荷額
 618億円⇒460億円（700億円）

健康づくりの推進

●特定健診受診率
 31.9％⇒32.5％（65％）

高齢者をともに支えていくシステムづくり

●在宅介護サービスが充実していると答
えた割合※　21.1％⇒27.6％（30％）

防災体制の充実強化

●自主防災組織の組織率
 13.7％⇒18.4％（72.7％）

多様なニーズに応える生涯スポーツの振興

●スポーツ活動が盛んであると答えた割
合※　35.4％⇒29.0％（50％）

企業の誘致と支援

●工業団地における操業企業数
 53社⇒52社（67社）
●市内事業所数
 1,206社⇒1,157社（1,300社）

地域資源の磨き出しと活用

●新庄まつり観客数
 46万人⇒46万人（100万人）
●年間観光客数（イベント除く）
 87万人⇒82万人（120万人）

交流の促進

●他地域との連携の取組数
 10件⇒11件（20件）



8

「新庄市子ども芸術学校」24年度生募集！

子ども芸術
校学

創り　奏で　表現しよう

【音楽部門】 新庄吹奏楽団ジュニア部
◆対象：小学３年生～中学生（30人程度）

◆活動日：月２回、土または日曜日

◆内容：吹奏楽の楽しさを知り、練習して

　演奏会に参加します。

【演劇部門】 キッズシアターS
◆対象：小学４年生～中学生（15人程度）

◆活動日：月２回、土曜日午後

◆内容：演劇の作り方を知り、大勢での

　舞台づくりに取り組みます。

【表現活動部門】 ちゃれんこ
◆対象：小学４年生～中学生（20人程度）

◆活動日：月２回、日曜日午後

◆内容：ダンスやリズム遊びをして、友達を

　たくさんつくり、発表会をします。

【造形部門】 パレット
◆対象：小学３～5年生（10人）

◆活動日：月２回、土曜日午前

◆内容：いろいろな方法で絵をかいたり、

　みんなで作品をつくります。

○活動場所　市民文化会館・市民プラザ・わくわく新庄・雪の里情報館など
○受講料　 年間3,000円～月1,000円（部門によって異なり、材料代の実費負担のある場合があります）
○申し込み　３月３０日（金）まで（定員に満たない場合は随時受け付けます）

◎詳しくは、生涯学習課へ。　☎内線462

8

感情を豊かに表現する楽しさを体験し、芸術・文化に親しむ子どもを育てようと開校した
新庄市子ども芸術学校。各部門の4年目の発表の様子などを紹介し、来年度の募集につ
いてお知らせします。

新庄吹奏楽団
ジュニア部
さまざまな場所で演奏を披露。
写真は「一歩2フェスタ2011」
での演奏の様子。
（12月3日／ゆめりあ）

音 楽
部 門

パレット
パレット作品展「ぼくらの銀河
鉄道」（12月3日～17日／市
民プラザで開催）

造 形
部 門

キッズ
シアターＳ

キッズシアターＳ第４回公演で「秘
密の花園」を上演し、集まった入場
料を東日本大震災義援金として寄
付。（2月5日／市民文化会館）

演 劇
部 門

ちゃれんこ
第10回ちゃれんこ公演でダ
ンスや創作劇を披露。
（2月26日／市民文化会館）

表 現
部 門



あ
れ
か
ら
一
年

　
先
日
こ
ん
な
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
あ
れ
か
ら
一
年（
以
下
抜

粋
）こ
の
世
に
生
を
受
け
て
九
十

年
。今
、人
の
情
け
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
ま
す
。三
月
十
一
日
二
時

四
十
六
分
、外
に
い
た
私
は
、自
分

の
家
の
向
か
い
の
お
宅
に
上
が
り
、

当
た
り
前
の
ご
と
く
そ
の
お
家
の
炬

燵（
こ
た
つ
）に
足
を
入
れ
、電
気
が

な
く
て
も
寒
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。親
類
で
も
な
く
た
だ
隣
組
の

隣
人
な
の
に
よ
く
面
倒
を
見
て
く

れ
て
、灯
油
の
詰
め
替
え
や
買
い
物

の
不
足
分
を
求
め
て
く
れ
た
り
、ま

た
そ
の
隣
の
お
父
さ
ん
も
、火
曜
と

金
曜
の
ゴ
ミ
出
し
を
行
っ
て
く
れ
た

り
、本
当
に
隣
人
愛
に
恵
ま
れ
る
幸

せ
な
年
寄
り
で
す
。････

三
月
十
一

日
が
近
づ
い
て
き
て
あ
の
と
き
の
泊

め
て
い
た
だ
い
た
人
情
を
思
い
出

し
、近
隣
の
人
た
ち
に
感
謝
し
な
が

ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
り
、災
害
に
遭
わ

れ
た
家
族
の
方
々
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
し
感
謝
の
ペ
ン
を
止
め

ま
す
。合
掌
」

　
遠
い
親
戚
よ
り
、近
く
の
他
人
を

絵
に
描
い
た
よ
う
な
話
、ま
さ
に
こ

れ
が
地
域
力
だ
と
思
い
ま
す
。災
害

の
時
だ
け
で
な
く
、普
段
か
ら
の
互

い
の
思
い
や
り
が
い
ざ
と
い
う
と
き

に
い
か
に
大
切
か
を
教
え
て
く
れ
る

手
紙
で
す
。新
庄
人
は
や
っ
ぱ
り
素

晴
ら
し
い
。

市コ
長ラ

ム

山
尾
順
紀

いきい
き

　新庄
人

　「東日本大震災発生以降、父が代表を務める団体『ネ
ットワーク農縁』の一員として支援活動をしてきまし
た。そこで同じく支援活動に取り組んでいた、青山学院
大学の黒石教授と知り合いました。そして、教授が気仙
沼で『被災地では働く場所が少ない』という話を聞いた
ことが発端となり、三陸の海の幸と山形・新庄の米など
の農産品を組み合わせた弁当を開発し、それを切り口と
した雇用の創出を目指すプロジェクトが始まりました」
そう話す高橋さんは『ネットワーク農縁』の若手グループ
『のらくら』のメンバーです。
　プロジェクトでは、青学の学生たちが仮設住宅を回っ
て、気仙沼の郷土料理の聞き取りと試食を行い、その結
果をもとに、高橋さんたち『のらくら』のメンバー５人と
知り合いのシェフが、メニューの研究を重ねました。そし
て先日、試作品がついに完成。気仙沼でよく食べられて
いる『メカジキ』を使った２品を考案しました。１つはカ
レー弁当、もう１つはみそ照り焼きをメインにした幕の
内弁当です。３月半ばに、気仙沼で１５０食程を振る舞う
予定です。
　「弁当に対する反応も楽しみですが、最終目的は被災
地での雇用創出です。気仙沼に弁当工場があり、コンビ
ニを通じて首都圏に出荷するなどということができれ
ば理想ですね。被災地の復興はまだまだこれからで、現
地で新たな雇用を生み出そうとする動きもまだ大きく
はありません。新庄と気仙沼がつながるような人脈を作
りながら、復興に協力していきたいです。『のらくら』は
各方面で活躍している素晴らしい人材ばかりが集まっ
ていると自負しています。このメンバーと活動できて良
かったといつも思います。プロジェクトも仲間たちとと
もにぜひ成功させたいです」と意欲を見せていました。

のらくら   　　　　
高橋広一さん

（谷地小屋）

しんじょうの郷土料理

しんこ餅

旬を食べる

　今は新庄でも３月３日に合
わせてひな人形を飾る家が
多くなりましたが、昔はひな祭
りと言えば雪の消える４月に
飾るのが一般的でした。
　そして、飾ったおひな様の
前にたくさんのお菓子や料
理が供えられ、近所の家々
の子どもたちが「おひな様見」に来ました。新庄のひな祭りの
お菓子といえば「くじら餅」。そのくじら餅と一緒に並べられた
のが、真ん中を少し高くして食紅で色をつけた「しんこ餅」で
した。
【材料／３０～４０個分】
□もち米…1升 □こしあん…750ｇ
□打ち水…1合 □砂糖…400～500ｇ
□片栗粉…適宜  □塩…少々
□食紅…少々
【作り方】
①もち米はといで一晩水につけてざるにあけ、水をきっておく。
②蒸し器に①の米を入れふきんを中央部を少し低めにして広
げ、強火で蒸す。
③蒸気が上に抜けたら打ち水をし、米にまんべんなくかけ、へら
で上下をよく混ぜる。
④③を２～３回繰り返し、３０～４０分蒸しあげて餅をつく。
⑤ついた餅は片栗粉を敷いたバットにとり、５０ｇ位の大きさにち
ぎる。
⑥あんを丸め、⑤の餅を手のひらに広げて中央にのせて包み、
こんもりと高くなるように丸めて、高いところに食紅で色をつ
ける。

このコーナーは、食生活改善推進協議会の協力により季節
の郷土料理を紹介しています。食生活改善推進協議会で
は、今年度も定期的に郷土料理教室を開催する予定です。
詳しい日程や内容などはお問い合わせください。
◎詳しくは、食生活改善推進協議会事務局（健康課健康
推進室）へ。☎内線516

被災地に雇用を !
気仙沼弁当プロジェクト

9 広報 3.9  2012
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医
療
制
度
の
近
代
化

　
　
　

〜
西
洋
医
学
の
普
及
〜

　

山
形
県
で
は
、旧
佐
倉
藩
の
医
師

を
県
医
と
し
て
招
い
た
り
、山
形
の

医
師
を
東
京
に
派
遣
し
て
種
痘
の
術

を
学
ば
せ
た
り
し
た
が
、同
様
の
動

き
は
民
間
に
も
あ
っ
た
。明
治
六
年

末
、山
形・天
童
在
住
の
医
師
ら
が
天

童
に
医
学
義
塾
を
開
設
し
て
、西
洋

医
学
に
組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
の
を

皮
切
り
に
、同
七
年
に
は
楯
岡
に
医

学
社
、新
庄
に
医
師・古
河
謙
道
の
申

請
に
よ
る
医
学
義
塾
が
開
設
さ
れ
た

と
い
う
。た
だ
し
、新
庄
の
医
学
義
塾

の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

藩
政
時
代
、医
師
の
資
格
に
つ
い

て
の
試
験
な
ど
は
な
く
、師
か
ら
門

弟
に
与
え
ら
れ
る
免
許
に
よ
っ
て
自

由
に
開
業
し
て
い
た
が
、明
治
六
年
、

政
府
は
医
師
に
つ
い
て一定
の
資
格
要

件
を
定
め
、新
た
な
免
許
制
と
し
た
。

次
い
で
翌
年
、「
医
制
」を
公
布
、医

師
免
許
取
得
に
は
医
学
校
を
卒
業
後

二
年
間
の
実
習
を
積
ん
だ
う
え
試
験

に
及
第
し
て
免
許
を
取
得
、開
業
で

き
る
と
し
た
。従
来
は
漢
方
医
が
多

か
っ
た
が
、明
治
八
年
に
は
、医
術
開

業
試
験
科
目
は
西
洋
医
学
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
十
九
年
、新
庄
の
仲
町（
現

大
手
町
）に
最
上
郡
医
学
所
が
建
設

さ
れ
た
。こ
れ
は
、当
時
郡
医
を
務

め
て
い
た
古
河
謙
道・
熊
谷
元
徳・田

　
平
成
二
十
一
年
度
に
行
っ
た「
町
内

会
等
の
活
動
に
関
す
る
調
査
」で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
る
町
内
会

の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。最

も
大
き
な
課
題
は
町
内
会
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
こ
と
で
、区
長
の
な
り

手
も
お
ら
ず
、や
む
な
く
輪
番
制
に
す

る
町
内
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
高

齢
化
や
町
内
を
構
成
す
る
世
帯
数
の

減
少（
四
十
世
帯
未
満
の
町
内
数
が

四
十
％
超
）で
、世
代
を
超
え
た
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
古
く
か
ら
地
域
で
支
え

あ
う
仕
組
み
が
あ
り
、冠
婚
葬
祭
に
お

け
る
地
域
で
の
支
え
合
い
な
ど
は
ま

さ
に
そ
の
典
型
と
い
え
ま
す
。し
か
し

最
近
は
、自
分
や
身
近
な
こ
と
を
中
心

に
考
え
る
こ
と
が
多
く
、社
会
に
対
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
気
持
ち

が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
人
口

減
少
社
会
の
な
か
で
、地
域
住
民
が

互
い
に
支
え
あ
い
、協
力
し
あ
え
る

自
治
組
織
を
、市
民
と
市
が
一
緒
に

な
っ
て
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
に
先
進
的
な
自
治

体
の
例
を
み
る
と
、い
く
つ
か
の

共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

❶
組
織
体
制

　
秋
田
県
湯
沢
市
で
は
、学
区
単
位
で

町
内
会
の
上
部
組
織
を
つ
く
り
、さ
ら

に
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
地
域
自
治

組
織
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。町
内
会
単
独
で
は
解
決
が
難
し
い

課
題
に
対
し
て
も
、よ
り
大
き
い
組
織

で
あ
れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、

課
題
解
決
を
行
い
や
す
い
組
織
体
制
に

し
て
い
ま
す
。

❷
多
様
な
団
体
か
ら
な
る
組
織
を
構
成

　
宮
城
県
大
崎
市
の
三
本
木
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
例
で
は
、「
自
分
た
ち
の
住

む
ま
ち
を
ひ
と
り
ひ
と
り
の
少
し
ず
つ

の
力
と
頑
張
り
で
育
て
て
行
き
た
い
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、町
内
役
員
の
ほ

か
に
老
人
ク
ラ
ブ
、趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

の
団
体
な
ど
、百
十
も
の
団
体
の
代
表

が
組
織
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

❸
組
織
が
活
動
す
る
た
め
の
資
金

　
金
山
町
で
は
、地
区
に
対
し
て
地
区

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。金
山
町

の「
地
区
」は
単
独
の
町
内
で
は
な
く
、

地
理
的
に
近
い
町
内
の
集
ま
り
で
、使

途
は
各
地
区
に
任
せ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
で
は
、市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

「
協
働
」を
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
重
要

な
手
法
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。来
年

度
は
、お
互
い
が
協
働
の
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、実
践

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
モ
デ
ル
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
総
合
政
策
課
地
域
支
援
室
☎
内
線
２
１
７

第12号

地
域
づ
く
り
通
信

地域づくりに
挑戦！
最終回となる今回は、町内会の
現状から見えてきた課題や他

市の取組事例などから、今後の方向性を考え
てみます。
◀山屋地区では昨年度ワークショップを行い、そこで出された
　課題の解決に向け地域をあげて活動しています。
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●児童図書●
トモダチックリの守り人
　 ････････････････････････････････吉富  多美（新庄市出身）
車いすバスケで夢を駆けろ ･･････････････京谷　和幸
もえろっ！卓球部 ･･･････････････････････････････横沢　　彰
あいうえおみせ ･････････････････････････････････安野　光雅
もぐらくんとみどりのほし ････ハナ・ドスコチロヴァー
フルーツタルトさん ････････････････････････････さとう めぐみ
トックトック ････････････････････････････････ブルーノ・ムナーリ

●一般図書●
藤沢周平全集　第26巻･･･････････････藤沢　周平
あかねさす－新古今恋物語－ ･････････加藤　千恵
モノの仕組みがまるごとわかる!  ･･････青春出版社
幾千の夜、昨日の月 ････････････････････････角田　光代
みんな大好き!アンパンマンのフェルトマスコット 
　 ･････････････････････････････････････････････････日本ヴォーグ社
みさおとふくまる ･･･････････････････････････････伊原美代子
親鸞   激動篇（上巻・下巻） ･･･････････五木　寛之
お菓子の教科書ビギナーズ これならできそう!　 
　 ･･･････････････････････････････････････････････････････矢崎美月代
英国メイドマーガレットの回想
　 ････････････････････････････････････････マーガレット・パウエル
人魚はア・カペラで歌ふ ･･････････････････丸谷　才一
介護とブックトーク ･･･････････････････････････梓　　加依
孔子さまへの進言 ･･･････････････････････････楊　　　逸
マンガでわかる聴導犬 ･････････････････････有馬　もと
平清盛 前編（NHK大河ドラマ・ストーリー）
　 ･････････････････････････････････････････････････････････NHK出版
花いくさ ････････････････････････････････････････････鬼塚　　忠
世界記憶遺産データ・ブック 2012年版 ･･･古田　陽久
私の愛した男について ･･････････････････田口 ランディ
東雲ノ空（居眠り磐音江戸双紙） ･･･佐伯　泰英
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村
宗
甫
ら
郡
内
の
医
師
が
中
心
と

な
り
、郡
内
有
力
者
の
寄
附
を
募
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。患
者

を
収
容
し
て
治
療
を
施
す
と
共
に
、

地
域
の
医
業
関
係
者
の
西
洋
医
学
の

研
究・
研
修
機
関
と
し
て
、後
に
は
助

産
婦・
看
護
婦
の
養
成
機
関
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
、最
上
郡
の
医
療

の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。こ

の
跡
に
は
、関
係
者
の
功
績
を
讃
え

る「
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
」が
建
っ
て
い
る（
昭
和

十
三
年
建
立
）。

　

明
治
政
府
は
、伝
染
病
の
予
防
と

撲
滅
を
重
視
し
、中
で
も
疱ほ

う
そ
う瘡(

天
然

痘)

に
つ
い
て
は
種し

ゅ
と
う痘
を
義
務
付
け
、

国
内
か
ら
駆
逐
し
た
。ま
た
、最
も
恐

れ
ら
れ
た
コ
レ
ラ
は
明
治
に
入
っ
て

か
ら
も
幾
度
か
大
流
行
し
、新
庄
で

も
明
治
十
九
年
に
多
く
の
患
者
が
出

て
、上
西
山
に
あ
っ
た
西さ

い
ち
ゅ
う
じ

中
寺
に
隔
離

し
た
と
い
う
。こ
の
こ
ろ
か
ら
徐
々

に
避ひ

び
ょ
う
い
ん

病
院
が
整
備
さ
れ
た
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

◎地域子育て支援センター（わらすこ広場内）☎22-5115

　羽根藩の壇野庄三郎は幽閉中の元郡奉行・
戸田秋谷の元へ遣わされる。秋谷は不義密通
の罪で家譜編纂と10年後の切腹を命じられて
いた。当時の事件の真相探求を命じられた庄三
郎は…。第146回直木賞受賞作。

今月の本
『蜩ノ記』　　

　　　　　　　　　　　葉室　麟／著

今月のテーマ展示
『笑顔』

　３月は卒園・卒業など、別れや旅立ちの
季節です。新年度・新生活に向けて、どんな
ときも笑顔でいられるように前向きになれる
本、ＨＡＰＰＹな気持ちになれる本をたくさん
展示しています。

ひとくち新庄市史は今回が最終回となります。ご愛読ありがとうございました。

蔵書検索

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

花
粉
症
患
者
が
低
年
齢
化
？

　

花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

は
、「
身
体
の
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン（
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
）を
溜
め
る
バ
ケ

ツ
が
溢
れ
た
時
に
発
症
す
る
」
と
表
現

さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ア
レ
ル
ゲ
ン
の

数
が
少
な
い
幼
児
期
に
は
あ
ま
り
発
症

し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、花

粉
の
飛
散
量
が
増
加
す
る
の
に
伴
い
、

発
症
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

花
粉
症
に
よ
る
諸
症
状
は
集
中
力
を

低
下
さ
せ
、イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。「
花
粉
症
か
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
病
院
で
原
因
と
な
る
花
粉
を
調

べ
て
も
ら
い
治
療
の
相
談
を
し
ま
し

ょ
う
。

花
粉
を
体
に
入
れ
な
い
た
め
に

●
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
帰
宅
時
は
衣
服
の
花
粉
を
よ
く
払
い

落
と
し
ま
す
。

●
花
粉
が
付
き
に
く
い
生
地
の
洋
服

も
あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

●
う
が
い
や
手

洗
い
も
忘
れ

ず
に
し
ま
し

ょ
う
。

県
内
の
花
粉
症
発
症
の
時
期

　

ス
ギ
花
粉
が
二
月
末
か
ら
四
月
末

（
三
月
下
旬
が
ピ
ー
ク
）、イ
ネ
科
の

雑
草
が
五
〜
六
月
、キ
ク
科
の
雑
草

が
九
〜
十
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た

花
粉
以
外
の
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
や
ダ
ニ
、

カ
ビ
等
は
季
節
に
関
係
な
く
起
こ
り

ま
す
。

3月の遊びの広場と
巡回相談

13日㈫
27日㈫ 保健センター

15日㈭ 本合海
児童センター

これからの予定

第11回
めごめご子育て講座

「体操教室」
3月22日㈭

講師:WEスポーツの先生

3月の
おすすめ

すくすくナビ
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しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS

■２０１２新庄雪まつり前夜祭
（2月10日／ゆめりあ）
第41回を迎える新庄雪まつりを盛り上げようと、新庄・最
上をげん氣にする会が「2012新庄雪まつり前夜祭」を開
催しました。子どもたちの遊戯や、納豆汁のふるまい、雪
像・六地蔵への灯入れなどで雪まつりのムードを盛り上げ
ました。

子どもたちに本に親しんでも
らいたいと「こどもふゆのつど
い」を開催しました。かやのみ
会や新庄南高図書委員会、ガ
ールスカウトなどが絵巻絵本
や紙芝居を披露。集まった子ど
もたちは次々と続くお話の世
界を楽しみました。

■こどもふゆのつどい（2月4日／市図書館）

雪の里情報館で、雪の里まつり
を開催しました。玄関前広場で
の雪中宝探しや、子どもたちに
よる太鼓演奏などのステージ
発表、待ち遠しい春を合唱や朗
読などで表現した第６２回市民
雪セミナーなどさまざまな催し
が行われました。

■雪の里まつり（2月5日／雪の里情報館）

平成２１年から新庄市を訪れエ
コロジーガーデンを中心に建
築物などの調査を行っている
青山学院大学黒石研究室の学
生が、今年度の活動報告を行
いました。調査結果のパネル
展示や発表、意見交換などが
行われました。

■青山学院大学の学生が新庄での活動を報告（2月14日／ゆめりあ）

■民話の語りを伝承「第６回新庄こども語りまつり」
　（2月18日／ふるさと歴史センター）

昭和・萩野・泉田・北辰・本合海の５つの小学校の子
どもたちが出演して「新庄こども語りまつり」を開催
しました。日頃から新庄民話の会の指導を受けなが
ら練習してきた成果を、子どもたちが披露すると、会
場からは大きな拍手が送られました。民話語りは、貴
重な伝承文化として語り継がれています。

12
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TOPICS

■市に善意の寄贈
（2月16日／市図書館）
新庄ロータリークラブ（佐藤浩治会長）か
ら、子どもの読書活動に役立ててほしいと
大型絵本を収納できる本棚を寄贈いただ
きました。早速、市図書館に設置し活用さ
せていただきます。

■東北観光博開催に向けシンポジウム
で意見交換（2月22日／ゆめりあ）
最上地域の観光振興に向けた取り組みなど
について、意見交換を行うシンポジウムが開
催されました。東北観光推進機構・阿部昌孝
副本部長による「現在の東北地方の観光事情
について」と題した講演の後、地域の観光に
関する課題について意見が交わされました。

1㈶市体育協会体育表
彰式兼あじさい奨励（体
育振興部門）表彰式」
（2月11日／ゆめりあ）

2あじさい奨励（教
育・文化部門）表彰式
（2月14日／市役所）

■2 ■1

■満１００歳のお祝いに佐々木キミ子さん（泉田）に賀詞と記念品を贈呈（2月17日）

栄光をたたえて
■あじさい感謝
【体育振興部門／一般】ボクシング三浦慶作（新
庄アマチュアボクシング協会）
■あじさい奨励
【体育振興部門】個人／【一般】弓道竹内憲（新
庄弓道連盟）空手伊藤真太郎、伊藤功貴、佐々木
梓（新庄市空手道連盟）【高校生】空手坂上愛、
土田秀治（新庄北）、小林未侑(天童）、仙台丈子
（酒田南）、国分円香（宇都宮文星女子）自転車
吉田和志（新庄北）、髙橋祐衣（神室産業）ボクシ
ング斉藤拓也、佐藤勇樹（神室産業）陸上髙橋円
佳（神室産業）、白崎怜子（霞城学園）、青木成美
（山形西）、髙橋眞菜（山形北）相撲後藤大樹（神
室産業）柔道髙山達郎、長堀竜也（新庄東）ス
キー三浦友維（新庄北）【中学生】空手国分桃香、
井上夕希（新庄）、齋藤蓮（明倫）、叶内史也、伊藤
希恵（日新）、笹原渉平（萩野）柔道髙橋恭平（明
倫）、叶内大誠、新山壮一朗（日新）、福嶋佳愛（萩
野）相撲本間貴大、矢口龍（日新）【小学生】空手
荒木翔太（新庄）、阿部莉々子（沼田）、佐藤穂果、
齋藤沙希（北辰）、星川愛斗（泉田）、元木文（本合
海）、早坂紫苑（新庄市空手道スポーツ少年団）卓
球伊藤みちる（泉田）団体／【一般】弓道新庄弓
道連盟県障がい者スポーツ大会市身体障害者福
祉協会【高校生】スキー新庄北高スキー部女子
【中学生】空手新庄中学校空手道部女子、日新中
学校空手道部男子、明倫中学校空手道部男子相
撲新庄中学校相撲部【小学生】サッカー新庄バリ
エンテＦＣスポーツ少年団野球日新レッドスター
ズスポーツ少年団空手新庄市空手道スポーツ少
年団男子、新庄市空手道スポーツ少年団女子
【教育・文化部門】個人／スピーチ本澤あすか
（沼田小）絵画阿部莉々子（沼田小）ポスター髙
橋美来（沼田小）読書感想文浅沼奏汰、金田理
沙（日新小）、川又愛（泉田小）書道奥山直（萩野
中）作文丸山裕菜（日新中）短歌笹木康介（萩野
中）スピーチ門脇真実（日新中）スピーチ、重唱
真木碧惟（新庄中）重唱佐藤奏子（新庄中）学校
農業クラブ全国大会髙橋円佳（神室産業）県学
校農業クラブ情報処理競技会井上也実（神室産
業高）囲碁佐藤達輝（羽黒高）団体／合唱沼田小
学校合唱部、日新小学校合唱部読み聞かせボラ
ンティア大賞新庄南高図書委員会県高等学校
サーベイコンテスト神室産業高環境デザイン科
土木系全国高等学校ロボット競技大会神室産業
高機械技術部
■財団法人新庄市体育協会体育表彰
功労賞　中野純一（新庄地区野球連盟）、大竹洋
一（新庄地区ソフトボール協会）
殊勲賞　個人／【一般】弓道竹内憲（新庄弓道連
盟）【高校生】自転車吉田和志（新庄北）、髙橋祐
衣（神室産業）空手坂上愛、土田秀治（新庄北）ス
キー三浦友維（新庄北）ボクシング斉藤拓也、佐
藤勇樹（神室産業）相撲後藤大樹（神室産業）陸
上髙橋円佳（神室産業）、白崎怜子（霞城学園）柔
道髙山達郎、長堀竜也（新庄東）【中学生】空手国
分桃香、井上夕希（新庄）、齋藤蓮（明倫）、伊藤希
恵（日新）相撲本間貴大（日新）柔道髙橋恭平（明
倫）、叶内大誠、新山壮一朗（日新）団体／【高校
生】スキー新庄北高スキー部女子【中学生】空手
新庄中学校空手道部女子、日新中学校空手道
部、明倫中学校空手道部男子相撲新庄中学校相
撲部
奨励賞 個人／【小学生】空手荒木翔太（新庄）、
齋藤沙希（北辰）、早坂紫苑（新庄市空手道ス
ポーツ少年団）団体／【小学生】空手新庄市空手
道スポーツ少年団男子、新庄市空手道スポーツ
少年団女子サッカー新庄バリエンテＦＣスポーツ
少年団野球日新レッドスターズスポーツ少年団

13 広報 3.9  2012
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです3月

県
立
農
業
大
学
校

研
修
生
募
集

新
規
就
農
、新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
等
に
つい
て
実
践
的
に
学

ぶ
研
修
で
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス
新
規
就
農
支
援
研

修
、農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間
平
成
24
年
4
月
〜

翌
年
3
月
▼
募
集
人
員
新
規
就

農
希
望
者
50
人
、新
た
な
事
業
展

目
指
す
農
業
者
30
人

▼

無
料

▼

3
月
23
日
㈮
ま
で

業
大
学
校
研
修
部

☎
22-

８
７
９
４

新
庄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

願
書
受
付
中

年
度
生
の
願
書
受
付
中

▼

格
高
卒
ま
た
は
同
等
以

を
有
す
る
者

▼

科（
定
員
）

①
情
報
シ
ス
テ
ム
科（
40
人
）

②
ビ
ジ
ネ
ス
I
T
科（
20
人
）

③
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科（
20
人
）

▼
願
書
受
け
付
け
3
月
26
日
㈪

ま
で

◎
新
庄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

☎
29-

２
１
２
１

新
庄
も
が
み
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
献
血
事
業

▼
と
き
3
月
30
日
㈮
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
30
分
▼
と
こ
ろ
ゆ
め

り
あ
花
と
緑
の
交
流
広
場

◎
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
内
線
５
１
５

屋
外
施
設
の

使
用
受
付
に
つ
い
て

▼
対
象
施
設
福
田
運
動
広
場
、福

田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、横
根
山
運
動
広

場
、東
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、陸
上
競
技

場
、相
撲
場
▼
と
き
3
月
19
日
㈪

午
前
8
時
30
分
か
ら
先
着
順
で
受

け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
市
体
育
館

◎
市
施
設
振
興
公
社
（
市
体
育
館

内
）

☎
22-

０
６
８
１

連
合
山
形
新
庄
最
上
地
域
協
議
会

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

▼
と
き
3
月
27
日
㈫
〜
28
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
内
容
電

話
に
よ
る
労
働
に
関
す
る
無
料
相

談
▼
相
談
電
話
23
│
１
５
１
５

◎
連
合
山
形
新
庄
最
上
地
域
協

議
会

☎
23-

１
５
１
５

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

②
郵
送
や
持
参
に
よ
る
受
付
期
間

③
第
1
次
試
験
日

【
総
合
職
試
験（
院
卒
・
大
卒
程
度
）】

①
4
月
2
日
㈪
〜
9
日
㈪

②
4
月
2
日
㈪
〜
3
日
㈫

③
4
月
29
日
㈰

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）】

①
4
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭

②
4
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬

③
6
月
17
日
㈰

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◎
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

国
税
専
門
官
・
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
受
験
資
格
昭
和
57
年
4
月
2
日

〜
平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人
、平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
大
卒
ま
た
は
平
成
25
年
3
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
や
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

▼
受
付
期
間
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

4
月
2
日
㈪
〜
4
月
12
日
㈭
【
郵

送
・
持
参
】4
月
2
日
㈪
〜
3
日
㈫

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◎
国
税
専
門
官
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１

労
働
基
準
監
督
官
山
形
労
働
局

☎
０
２
３-

６
２
４-

８
２
２
１

協会けんぽの保険料率がかわります
　平成24年4月納付分（3月分保険料）
から、9.96％（現行9.45％）となります。ま
た、介護保険料率も現行の1.51％から
1.55％となるため、40歳から64歳までの
介護保険該当者の健康保険料率は、合わ
せて11.51％となります。加入者の健康や
生活を支えるためのご負担につきまして、ご
理解いただきますようお願いします。
◎詳しくは、全国健康保険協会山形支部へ。

☎023-629-7226

市役所窓口の時間外開設
○期間 3月
○窓口延長

3月29日㈭・30日㈮ 午後6時30分まで

3月31日㈯・4月1日㈰ 午前9時から午後1時まで
4月2日㈪～4日㈬ 午後7時まで

○取扱業務（次の業務に限り対応します）

担当課 取　扱　業　務

市　民　課 転入・転出・転居届

福祉事務所 子ども手当の手続き（子ど
も手当を受給している人
が転入・転出する場合）

健　康　課 子育て支援医療証の交
付手続き（未就学児が一
緒に転入した場合）

上下水道課 水道の開栓・閉栓

※上下水道課の業務は上下水道庁舎で
行います

◆◇◆ご注意ください！◆◇◆
○住民の異動にかかわる届出は、運転免
許証などで本人を確認させていただきます。
○各種届出を本人と同一世帯以外の人
が行う場合は、委任状が必要になる場合
もあります。
○住民の異動にかかわる届出にともない、
他部署での手続きが必要になる場合もあ
ります。上記「取扱業務」以外は、後日あ
らためて来庁いただくことになります。事
務取扱時間などを事前に確認してご利用
ください。
◎詳しくは、市民課住民戸籍室☎内線
122、上下水道課☎23-6111へ。
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人間国宝・奥山峰石寄贈作品展
○3月31日㈯まで

○ふるさと歴史センター
※金工作品16点の展示。入館料300円。
◎ふるさと歴史センター ☎22-2188

固
定
資
産
に
関
す
る
情
報
を

開
示
し
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
市
内
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、所
有
者

の
住
所
、氏
名
や
課
税
標
準
額
は

記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象 

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
有

す
る
納
税
者 
▼
と
き 
4
月
2
日
㈪

〜
5
月
31
日
㈭
午
前
9
時
〜
午
後

４
時（
平
日
の
み
） ▼
手
数
料 
無
料

※
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
市
内
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
情
報
を
、そ
の
所
有
者
ご
と
に
確

認
で
き
ま
す
。

▼
対
象 

固
定
資
産
の
所
有
者
や
納

税
義
務
者
。固
定
資
産
の
借
地
・
借

家
人
な
ど
も
使
用
・
収
益
部
分
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
と
き 

通
年（
平
日
の
み
）

▼
手
数
料 

1
部
4
0
0
円

※
所
有
者
・
納
税
義
務
者
以
外
の

人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
。 

◎
い
ず
れ
の
閲
覧
場
所
も
税
務
課

資
産
税
室（
本
庁
舎
１
階
西
）

☎
内
線
１
４
４・１
４
５

ご
存
知
で
す
か「
特
別
障
害
者

手
当
」・「
障
害
児
福
祉
手
当
」

特
別
障
害
者
手
当

　
最
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
人
で
、20
歳
以
上
の
人

に
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件 

本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の

収
入
が
一
定
以
下
の
人
。施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
。３
か
月
以
上
継
続

し
て
入
院
し
て
い
な
い
。受
給
に
足

る
症
状
に
あ
る
こ
と
。

▼
支
給
額 

月
額
2
6
、2
6
0
円

▼
提
出
書
類
な
ど 
指
定
様
式
の
診

断
書
、印
鑑
、受
給
す
る
人
の
通
帳
、

年
金
な
ど
を
受
け
取
って
い
る
場
合

は
そ
の
金
額
が
分
か
る
も
の
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
日

常
生
活
で
常
に
介
護
が
必
要
な
人

で
、20
歳
未
満
の
人
に
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件 

本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の

収
入
が
一
定
以
下
の
人
。施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
。受
給
に
足
る
症
状

に
あ
る
こ
と
。

▼
支
給
額 

月
額
1
4
、2
8
0
円

▼
提
出
書
類
な
ど 

指
定
様
式
の
診

断
書
、印
鑑
、受
給
す
る
人
の
通
帳

◎
福
祉
事
務
所
高
齢
障
害
支
援
室

☎
内
線
５
４
８

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間

が
あ
る
と
、満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。将
来
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し

催しなど
市民プラザからのお知らせ
第2回 キッズ★フェスタ開催

●とき 3月24日㈯午前10時～正午
●ところ 市民プラザ大ホールなど　
●内容 キッズ・フリーマーケット（出店者募
集中）、キッズカフェ、ヨーヨーパフォーマン
スショー／マジックショー、だがしや楽校など
●入場料 無料
ふれあい市民ギャラリー「アートの息吹展」
　新庄・最上にゆかりのある洋画・日本
画・彫刻・陶芸などの作家20人の展示会。
幅広い世代の作品をぜひご覧ください。
●とき 3月25日㈰～4月1日㈰午前9時
～午後7時（最終日のみ午後5時まで）
●ところ 市民プラザ2階ギャラリー
●入場料 無料

3月の月釜
●とき 3月25日㈰午前10時～午後3時
●ところ 市民プラザ茶室「風流庵」
●茶券 500円
※裏千家・新庄茶道連盟・田宮宗知社中
◎詳しくは、市民プラザへ。 ☎22-4200

「きずな」写真展作品展示
　家庭や地域でのふれあいなど、「きず
な」をテーマとした写真を展示します。
●とき 3月25日㈰まで
●ところ 市民プラザ1階ロビー
◎詳しくは、市青少年育成会議事務局
（生涯学習課）へ。 ☎29-2345

産直まゆの郷 旧節句祭開催
●とき 3月25日㈰午前9時～午後6時
●ところ 産直まゆの郷
●内容 旬野菜、花、農産物の販売。先
着200人に花の苗プレゼント。焼きおにぎ
り屋台もあります。
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。☎23-5007

フランス料理教室参加者募集
●とき 3月24日㈯午後4時～
●ところ 市民プラザ調理室
●講師 笹美知子さん
●材料費 2,500円
●申し込み 3月22日㈭まで
◎詳しくは、事務局・笹へ。 ☎22-2086

ょ
う
。納
付
に
は
口
座
振
替
や
割
引

の
あ
る
前
納
の
御
利
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。ま
た
、納
付
が
困
難
な

と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、免
除
申

請
等
に
つい
て
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所 

☎
22-

２
０
５
０

平
成
24
年
度
勇
気
塾（
若
者

園
芸
実
践
塾
）塾
生
募
集

▼
募
集
要
件 

次
の
全
て
を
満
た
す

人
①
本
市
民
で
農
業
を
志
す
18
歳

〜
40
歳
の
人
②
施
設
園
芸
を
目
指

す
農
業
後
継
者
ま
た
は
新
規
就
農

者
で
卒
塾
後
園
芸
ハ
ウ
ス
建
設
用

地
を
確
保
で
き
る
人
③
農
業
経
営

主
の
同
意
が
あ
り
、施
設
園
芸
に
対

す
る
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
る
人

▼
研
修
期
間 

4
月
1
日
〜
翌
年

3
月
31
日

▼
塾
生
へ
の
支
援 

年
間
50
万
円
の

研
修
支
援
金
と
ハ
ウ
ス
設
置
支
援

金
70
万
円
の
支
給
予
定
　

◎
農
林
課
農
林
振
興
室 

☎
内
線
２
６
１
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表 紙 の 写 真

届け！提灯に乗せた復興の祈り ―第41回新庄雪まつり―

　今年で41回目となる新庄雪まつりが、2月
11日㈯・12日㈰の両日、最上公園一帯を会
場に行われました。雪上運動会や食楽市場な
どさまざまな催しがある中、今年は初めて市内
の中学生や高校生が制作した巨大提灯を飛
ばしました。夜空に明るく浮かび上がる提灯に
は、イラストや東日本大震災の復興の祈りを
込めたメッセージなどが書かれ、被災地に気持
ちが届くようにと高く打ち上げられました。

平
成

24
年

3
月

9日
号（

N
o.651）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000
部

発
行

環境にやさしい植物油インキを
使用しています

1月末現在の新庄人
38,605人（39,022人）

女 20,150人（20,356人）
男 18,455人（18,666人）

世帯数 13,487世帯（13,463世帯）
1月の異動

出生  27人 （24人）
死亡  40人 （40人）
転入  48人 （47人）
転出  58人 （46人）
※（  ）は1年前の住民基本台帳

〽
こ
ん
に
ち
は 

さ
よ
な
ら
あ
る
日

　

喜
び
の
日

　
一
年
間
は
早
い
。
あ
っ
と
言
う
間
に
十
二
月

と
な
る
。
錦
秋
の
紅
葉
も
終
わ
り
、
東
の
山

も
す
っ
か
り
雪
と
な
る
。
昔
か
ら
山
に
三
回

雪
が
降
る
と
里
が
真
っ
白
に
な
る
と
言
う
が

本
当
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
年
末
の
時
季
で

何
か
と
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
初
め

は
何
年
ぶ
り
の
大
雪
に
な
り
、
大
変
で
あ
っ

た
。来
年
の
辰
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

大
雪
、
冬
至
に
な
る
と
一
夜
で
銀
世
界
と

な
る
。
外
遊
び
が
家
な
ど
内
で
の
遊
び
に
変

わ
る
。
学
校
か
ら
帰
る
と
神
社
に
集
ま
り
、

何
十
年
も
前
か
ら
地
蔵
様
に
集
ま
っ
た
小

石
で
、石
な
ご
こ
ま
め
と
い
う
遊
び
を
し
た
。

先
月
も
少
し
書
い
た
が
、こ
れ
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
が
あ
っ
て
、
手
の
甲
に
小
石
を
あ

げ
て
、
も
う
一つ
を
拾
い
、
甲
の
上
の
石
を
空

に
上
げ
て
地
面
に
落
と
さ
ず
に
つ
か
み
取
る

と
い
う
遊
び
方
も
あ
っ
た
。そ
の
と
き
歌
う
の

が
こ
の
あ
そ
び
唄
だ
。

〝
か
ぎ
り
の
か
ま
ど
の
ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

恵
比
寿
の
尻け

っ
つ

さ　

三
十
三
枚

膏こ
う

薬
貼
っ
て
も
治
ら
な
い

テ
ナ　

ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

二
文
借
り
の
ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

ま
た
一
丁
貸
し
た
〞

　

女
の
子
の
家
の
中
で
の
遊
び
は
、て
ま
り

つ
き
や「
じ
ゅ
う
す
つ（
お
手
玉
）」つ
き
な
ど

が
あ
っ
た
。じ
ゅ
う
す
つ
は
、
小
さ
な
袋
に
大

豆
や
小
豆
を
入
れ
た
手
作
り
の
も
の
だ
。

じ
ゅ
う
す
つつ
き
で
よ
く
歌
っ
た
の
が
近
江
八

景
と
い
う
唄
だ
。

〝
三
井
寺
の
鐘
の
音　

澄
み
渡
る
夕
暮
れ

初
雁
も
堅
田
に　

声
た
て
て
追
いつ
き
ぬ

さ
び
し
げ
の
琵
琶
湖
は　

今
も
な
お

青
空
秋
の
風　
いつ
か
た
つ

昔
の
鐘
ひ
ら
の　

老
い
の
松

雨
か
波
か　
一
丁
あ
が
り
〞

唄
が
終
わ
る
と
、
次
の
人
に
じ
ゅ
う
す
つ
を

渡
し
て
数
人
で
遊
ん
だ
。

　

十
二
月
末
に
な
る
と
、ど
こ
の
家
で
も
忙

し
く
な
る
。
昔
は
家
々
で
自
家
製
の
納
豆

を
作
っ
た
。
正
月
中
に
食
べ
る
納
豆
を
ま
と

め
て
年
末
に
作
る
。ワ
ラ
苞つ

と

に
熱
い
煮
豆
を

入
れ
る
。
十
数
個
の
苞
を
ま
と
め
て
ワ
ラ
で

包
み
、さ
ら
に
筵む

し
ろ

で
覆
い
保
温
し
て
こ
た
つ
に

寝
せ
た
り
し
て
納
豆
を
作
っ
た
。
納
豆
作
り

の
唄
も
あ
っ
た
。

〝
納
豆
太
郎　

納
豆
太
郎

か
ん
ぶ
り
ざ
か
ら
糸
引
い
で
こ
い
〞

納
豆
作
り
は
正
月
の
準
備
に
欠
か
せ
な
い
仕

事
で
あ
っ
た
。

〽
師
走
月　

新
聞
広
告
厚
く
な
り

　

我
が
家
の
家
族　

集
い
て
見
入
る

広
報

3

〽
別
れ
ゆ
く
教
師
の
顔
と  

子
も
涙

　

今
年
は
辰
の
年
、
旧
暦
で
は
三
月
大

小
閏う

る
う

年
に
、
当
年
旧
三
月
二
度
あ
る
か
ら

少
々
春
が
遅
れ
る
。
三
月
弥
生
月
と
な
る

と
、
晴
れ
時
に
は
お
日
様
も
暖
か
い
顔
を
出

す
季
節
と
な
る
。
暦
は
三
月
三
日
、
都
会

で
は
お
ひ
な
ま
つ
り
。
新
庄
は
歌
に
も
あ
る

「
故こ

ち

ら郷
雪
だ
と
返
す
文
」で
あ
る
。

　

朝
晩
が
冷
え
て
、
子
ど
も
ら
の
堅
雪
渡

り
の
季
節
で
あ
る
。
子
ど
も
の
頃
は
寒
さ
に

負
け
ず
、に
ぎ
や
か
に
通
学
だ
っ
た
。
三
月

二
十
三
日
は
卒
業
式
、
四
月
四
日
が
入
学

式
で
十
日
間
も
学
校
が
休
み
と
な
り
大
い
に

遊
ん
だ
。
表
の
小
山
で
ス
キ
ー
の
り
や
そ
り

こ
の
り
。
足
が
冷
た
く
な
る
と
、
靴
の
中
に

履
い
て
い
る
ワ
ラ
を
取
り
換
え
た
。
温
か
か
っ

た
。
今
の
よ
う
に
靴
下
や
足
袋
も
、
は
け
る

時
代
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
穴
いつつ
き
」の
遊
び
も
し
た
。
雪
を
踏

み
固
め
平
ら
に
し
、少
々
傾
斜
を
つ
け
る
。途

中
に
小
さ
な
お
金
の
入
る
穴
を
作
る
。一
銭

銅
貨
を
一
人
二
枚
出
し
、
三
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
四
、
五
人
で
順
番
に

投
げ
る
。
坂
に
な
っ
て
い
る
の
で
穴
を
通
り
越

し
た
銅
貨
が
滑
り
落
ち
て
穴
に
入
っ
た
り
も

す
る
。最
初
の
人
は
全
員
分
の
銅
貨
を
投
げ

ら
れ
る
。
穴
に
入
っ
た
分
が
自
分
の
も
の
に
な

り
、次
の
人
は
外
れ
た
銅
貨
を
集
め
て
投
げ

る
。こ
れ
を
繰
り
返
し
、
銅
貨
が
無
く
な
る

ま
で
男
女
仲
良
く
投
げ
て
遊
ん
だ
。

　

外
が
白
く
な
る
と
、子
ど
も
は
コ
タ
ツ
と
ワ

ラ
敷
布
団
が
欲
し
く
な
る
。
父
さ
ん
に
早
く

作
っ
て
と
言
っ
て
も
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に一
番
早

く
、
少
し
大
き
な
ワ
ラ
布
団
を
作
る
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ワ
ラ
布
団
に
一
緒
に
寝
た
。

昔
ば
な
し
を
聞
き
な
が
ら
、と
て
も
温
か
か
っ

た
。三
月
に
な
る
と
古
ワ
ラ
を
と
り
、ま
た
新

し
い
ワ
ラ
に
入
れ
替
え
る
と
温
か
く
な
っ
た
。

　

大
寒
に
入
る
と
、空
気
中
が
殺
菌
さ
れ
菌

も
無
く
な
る
と
いっ
て
、
凍
み
大
根
、い
ぶ
す

大
根
漬
、寒
ざ
ら
す
粉
、乾
し
餅
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
保
存
食
を
作
っ
た
。
乾
し
餅
は
四

月
ご
ろ
ま
で
小
屋
な
ど
に
入
れ
て
自
然
に

乾
し
た
。
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
く
声
を
聞
く
と

食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
子
ど
も
の
こ

ろ
は
食
べ
た
く
て
、半
生
を
こ
っ
そ
り
お
や
つ

に
し
て
食
べ
た
。
家
の
人
に
見
つ
か
る
と「
ま

た
と
っ
た
な
」と
叫
ば
れ
た
も
ん
だ
。
昔
の

人
た
ち
は
天
気・天
候
に
順
応
し
た
生
活
で

あ
っ
た
。

　

爺
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、旧
三
月
三

日
が
ひ
な
ま
つ
り
で
、女
の
子
の
着
飾
る
ま
つ

り
。
晴
れ
着
を
着
て
家
々
を
回
り
、「
お
ひ

な
見
に
来
ま
し
た
」と
言
っ
て
入
っ
て
いっ
た
。

「
よ
ぐ
来
た
な
」と
言
わ
れ
、
甘
酒
や
お
菓

子
を
頂
い
た
も
ん
だ
。

〽 

弥
生
月
忘
れ
ず
降
る
か  

彼
岸
雪

自然豊かなふるさと新庄。昔の子どもたちはこの自然を活かし
さまざまな遊びを見出し、日が暮れるまで野山を駆け回って遊んだ。
現代ではなかなか見られなくなった、爺の子どもの頃の遊びを
季節に合わせて紹介します。 文：伊藤佐吉さん（仁田山）

佐吉爺の子
あれこれ
ど

さ きち じい
も遊び

中
に
小
さ
な
お
金
の
入
る
穴
を
作
る
。一
銭

銅
貨
を
一
人
二
枚
出
し
、
三
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
四
、
五
人
で
順
番
に

佐佐吉吉爺爺
さ きち じいきち じい

▲幼稚園でのひなまつりの様子。自作の
ひな人形を手に記念撮影する子どもた
ち。（昭和59年頃・伊藤佐吉さん撮影）
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